麻生区文化協会創立25周年記念式典
♪ギター演奏　小原聖子ほか♪

開式のことば

主催者挨拶
麻生区文化協会会長
菅原　敬子
来賓祝辞
川崎市議会議長
潮田　智信 

麻生区長
磯野　利男



麻生市民館長
小金井武春



総文連理事長
鈴木　和子


記念講演
「日本映画大学の設立と芸術の街づくり」

日本映画学校校長
佐藤　忠男

閉式のことば
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アルテリッカ新ゆり美術展オープニング・
麻生区文化協会創立25周年記念祝賀会

開宴のことば

主催者挨拶
麻生区文化協会会長
菅原敬子


麻生区美術家協会代表
安富信也


新ゆり美術展実行委員長
佐藤勝昭

祝辞・乾杯
川崎市文化財団理事長
寺尾嘉剛
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談

閉宴のことば
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プロフィール

佐藤忠男（さとうただお）映画評論家

1950年頃から雑誌「映画評論」「キネマ旬報」「思想の科学」などに映画論を発表する。1956年にそれらをまとめた単行本「日本の映画」を三一書房から刊行。翌1957年、これでキネマ旬報賞を受賞。以後、映画を中心に演劇、文学、大衆文化、教育などの広い分野で100冊を超える著作を発表している。

主な著書

「権利としての教育」(筑摩書房, 1968)、「日本映画思想史」(三一書房, 1970)、「学習権の理論」(平凡社, 1973)、「今村昌平の世界」(学陽書房, 1980)、「溝口健二の世界」(筑摩書房, 1982)、「CURETES IN JAPANESE CINEMA」(Kodansha International, 1982)、「キネマの砲声」(リプロポート, 1985)、「黒澤明の世界」(朝日文庫, 1986)、「大島渚の世界」(朝日文庫, 1987)、「長谷川伸論」(中央公論, 1988)、「アジア映画」(第三文明社, 1993)、「日本映画史・全四巻」(岩波書店, 1995)、「世界映画史・上下」(第三文明社, 1995)、「日本映画の巨匠たち・全三冊」(学陽書房, 1996)、「LE CINEMA JAPONAIS I, II」(Centre Georges Pompidou, 1997)、「完本・小津安二郎の芸術」(朝日文庫, 1999)、「韓国映画の精神」(岩波書店, 2000)、「いま学校が面白い」(岩波ジュニア新書, 2001)、「映画の真実」(中公新書, 2001)、「伊丹万作演技指導論草案精読」(岩波現代文庫, 2001)、「自分らしく生きてゆけないのはなぜか」(ポプラ社, 2003)、「映画評論の時代」(カタログハウス, 2003)、「映画俳優」(晶文社, 2003)、「映画が語る働くということ」(凱風社, 2006)、「中国映画の100年」(二玄社, 2006)、「12歳からの映画ガイド」(小学館, 2007)、「見ることと見られること」(岩波現代文庫, 2007)、「草の根の軍国主義」(平凡社, 2007)、「映画でわかる世界と日本」(キネマ旬報社, 2008)、「私はなぜアジア映画を見続けるのか」(平凡社, 2009)
主な受賞歴

キネマ旬報賞「日本の映画」(1957)、山路ふみ子映画文化賞(1986)、毎日出版文化賞「日本映画史」(1995)、芸術選奨文部大臣賞「日本映画史」(1996)、紫綬褒章受章(1996)、勲四等旭日大綬章受賞(2002)、韓国文化勲章受章(2002)、フランス文化勲章受章(2002)

その他

モスクワ映画祭／ハワイ映画祭／モントリオール映画祭／東京国際映画祭／ポーランド・クラコフ映画祭／台湾・金馬賞映画祭／アジア太平洋映画祭ほか国際映画祭の審査員、アジアフォーカス福岡映画祭ディレクター

演奏曲目


禁じられた遊び、パリの屋根の下で、浜辺の唄、�アイリッシュ フォーク メロディ


演奏


小原聖子, 藤澤和志, 加瀬 純, 松澤結子, 一星有希








